
プログラム 

13 時 30 分  開 会 

       開会あいさつ 

       日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

       室 長 保科 隆（ほしな たかし） 

 

講 演（１００分） 

白石 草（しらいし はじめ）さん 

アワープラネット TV 代表理事 

15 時 18 分  休 憩（１０分） 

15 時 28 分  質疑応答 

15 時 55 分  閉会あいさつ 

       日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

       運営委員長 布田 秀治（ふだ ひではる） 

16 時       閉 会 

 

☆会場後方ブースで、講師書籍等の販売物がございます。どうぞご利用ください。 

 

☆お時間ございましたらアンケートや署名へのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

本日はご来場、ご参加をありがとうございました。 

 

※講演会開催についてのご協力をありがとうございました。（敬称略・順不同） 

生活協同組合あいコープみやぎ、同脱原発エネルギーシフト委員会、宮城県保険医協会、   

きらきら発電・市民共同発電所、みやぎ脱原発・風の会、カトリック医師会仙台支部、        

かたつむりの会、子どもの健康を考える会・いしのまき、カトリック正義と平和仙台協議会、 

宮城県教職員組合、みやぎ憲法 9 条の会、東北教区センター「エマオ」、S.M.(個人)、 

大崎住民訴訟を支援する会、脱原発みやぎ金曜デモ、女性ネットみやぎほか 

 

 

    ビデオジャーナリストレポート 

    市民による検証∼チェルノブイリ 33年・フクシマ 8年 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

    2019 年 11 月 30 日（土）13:30～16:00 

    於：仙台市市民活動サポートセンター 

 

     主 催：日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ



講師プロフィール 

ビデオジャーナリスト。ウェブサイトメディア「OurPlanet-TV」代表理事。 

東京都出身。番組制作会社を経て、東京メトロポリタンテレビジョン入社。ビデオジャーナリ

ストとして、ニュース・ドキュメンタリー番組の制作に携わる。2001 年に独立し、同年 10 月、 

非営利のインターネット放送局「OurPlanet-TV」（通称：アワプラ）設立。現在、一橋大学大学

院社会研究科客員准教授、早稲田大学ジャーナリズムコース講師。 

著書に『メディアをつくる―「小さな声」を伝えるために』 『ルポ チェルノブイリ 28 年目

の子どもたち』（以上、岩波ブックレット）ほか多数。 

 

OurPlanet-TV（アワープラネット TV＝通称：アワプラ）について 

2011 年 3 月 11 日の東京電力福島第一原子力発電所事故直後、現地入りした映像ジャーナ

リストから伝え聞いた「線量計が振り切れるほどの高線量である」ことと、「（国や行政、 

マスメディアにより）伝え、報じられている内容と違いすぎる」ことから、「自分たちの知る

限りの情報を伝えよう」とのスタンスに立ち、これまでの商業メディアにはない視点からの

取材、情報配信に取り組む。 

また、既成の放送局が独占していた「放送」が情報技術革新により、個人でもできるように

なり、企業（広告収入）や行政に左右されない独立性を重視したメディア運営を行っている。 

平和や基地、人権、ジェンダー、社会運動、野宿者などを扱う番組制作を行っていたが、

3.11 後は子どもと被ばく、人々の暮らしを守ることに関する番組制作に取り組み、    

放送ウーマン賞（2011 年）、JCJ 賞（2012 年）、やよりジャーナリスト賞特別賞（2012 年）、  

科学ジャーナリスト大賞（2014 年）等を受賞。 

 

以下、アワプラ公式ホームページより（一部省略） 

OurPlanetTVとは 

OurPlanet-TV(アワープラネット・ティービー)は、2001 年に設立した非営利のオルタナティブメディアです。イン

ターネットを利用して、ジェンダーや子ども、環境や人権などのテーマを中心に独自に制作したドキュメンタリー

番組やインタビュー番組を配信しています。また、東京・神保町にあるオフィス内にメディアセンターを設置し、

子どもから大人まで、誰もが映像制作やメディアリテラシーなどを学べるようワークショップを行っています。 

 

わたしたちの目指す社会 

OurPlanet-TV のミッションは、「Standing together , Creating the future」。様々な地域やコミュニティの出来事

をビデオで記録し、表現することで、社会の課題を共有しあい、より良い社会へ向けた変革を起こしていきたいと

考えています。 

 

なぜいま、非営利メディアなのか 

反原発運動の盛んなドイツでは、市民が運営するラジオ局が大きな役割を果たしてきたと言われています。活動家

たちはその放送を使って原発の問題を告発し、一般市民にも問題意識が共有されました。このように、行政や企業

から独立し、市民独自の視点で情報を流す【非営利／独立／オルタナティブ／コミュニティ】のメディアは世界中

にたくさんあります。こういったメディアが、豊かで、より民主的な社会を形成する役割を担っているのです。 

 

OurPlanetTV もこういったメディアの理念に共感し、独立性を重視した運営をしています。企業や行政からの広告費

は一切受けず、制作に関わる費用はすべて、応援してくださる個人からの寄付や活動に賛同する会員からの会費に

よって支えられています。 

 

マスメディアに対抗するメディアとしてではなく、オルタナティブな、もうひとつのメディアとして、マスメディ

アからこぼれ落ちた情報をすくいあげるのが私たちの役割だと思っています。多様な情報が共有される社会を目指

して、OurPlanetTV は小さな声にも耳をかたむけ、情報を発信していきます。 

取材の様子 

 

写真右 

白石草さん 


